
市
内
に
は
、
斎
場
と
霊
柩
車
を
所
有
し

て
い
る
民
間
業
者
が
沢
山
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
負
担
が
増
加
し
て
も
い
い
と
の
こ

と
で
廃
止
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
周
辺
部
で
は
、
午
前
中
に
出

棺
し
て
火
葬
を
行
い
、
午
後
か
ら
自
宅
で

葬
式
を
執
り
行
な
う
家
庭
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
出
棺
す
る
時
に
、
市
の

霊
柩
車
を
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

霊
柩
車
を
廃
止
す
れ
ば
、
中
心
部
で
も

料
金
が
２
倍
、
旧
市
内

周
辺
部
で
も
３
倍
は
高

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
議
会
と
し

て
市
民
の
負
担
増
を
防

ぐ
た
め
に
多
く
の
議
員

が
反
対
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
霊
柩
車
廃
止
案
に
賛
成
・

反
対
の
討
論
が
あ
り
、
廃
止
に
賛
成
の
立

場
の
議
員
も
い
ま
し
た
。
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霊
柩
車
廃
止
議
案
を
否
決

１
２
月
定
例
市
議
会

１
２
月
定
例
市
議
会
が
１
２
月
２
日

か
ら
２
０
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
に
は
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
伴
う
条
例
改
正
１
４
件
を

含
む
２
６
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
補

正
予
算
関
係
は

７
件
、
小
学
校

統
合
関
連
の
議

案
２
件
な
ど
が

あ
り
、
最
終
日

に
市
霊
柩
車
廃

止
議
案
を
除
く

議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
霊
柩
車
廃
止
に
つ
い
て
、
教
育
民

生
委
員
会
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
委
員

長
が
本
会
議
で
報
告
し
、
起
立
採
決
の

結
果
、
２
９
対
３
で
教
育

民
生
委
員
会
の
と
お
り
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

※情報格差解消対策について

○携帯電話不通範囲解消対策について

○防災放送器設置について

○インターネットサービスＡＤＳＬについて

○市ホームページの充実について

※教育行政の課題について

○小中学校の生徒の学力について

○小中学校管理職登用について

○食と学力の因果関係について

○給食センターの民間委託後の実態調査について

○働く従業員の健康管理について

○委託先の随意契約と競争入札について

○給食費徴収の仕方について

○子供達の残さい実態について

※ＡＥＤいわゆる自動体外式除細動器の設置について

○市職員・市民にＡＥＤ使用できる講習会について

○公共施設にＡＥＤ設置について

給食センター問題を追及・・
職業病の調査要求と随意契約方法
に問う・・菅田議員が一般質問

市
民
に
聞
い
て
み
る
と
霊
柩
車
は
残

し
て
欲
し
い
、
市
民
の
選
択
肢
を
残
し

て
欲
し
い
と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
し
た
議
員
は
、
市
民
の
立
場
を

考
え
た
行
動
だ
っ
た
の
か
疑
問
に
思
い

ま
す
。
霊
柩
車
廃
止
案
に
賛
成
し
た
議

員
は
、
公
明
党
２
議
員
と
無
所
属
議
員

で
し
た
。

霊
柩
車
の
廃
止
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
り
、
民
間
の
料
金
体

系
と
の
大
き
な
開
き
が
あ
り
増
税
感
の

広
が
る
な
ど
の
理
由
で
、
条
例
を
継
続

し
旧
市
内
に
限
ら

れ
て
い
た
利
用
区

域
制
限
を
廃
止
し
、

市
内
全
域
に
利
用

区
域
を
広
げ
る
べ

き
で
あ
り
、
増
車

も
止
む
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
、

市
民
と
し
て
最
後
の
旅
立
ち
に
最
後
の

サ
ー
ビ
ス
を
残
し
て
や
る
べ
き
と
の
意

見
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

菅田議員が、稼働して６年目になる新給食センターの諸問

題について、一般質問をしましたので簡単に報告します。

①民間委託されているが、働いている従業員の健康管理に問

題はないのか。

②葬斎場でも問題とされた委託先との契約について、現在、

６年間随意契約になっているが問題はないのか？

③給食費の徴収方法に問題ないのか？

個人保護条例に違反はないのか？

答弁（教育次長）

①委託先よりの報告では問題はない。

②業者選定は、今後、競争入札の導入を十分検討していく。

③個人情報保護条例に抵触するおそれがあり、今後、徴収方

法についてよりよい方法を見出して

いきたい。

※再質問で、従業員の健康管理に問題

がある。（職業病がある）実態調査

をするように要請した。

廃
止
議
案
の
採
決
で
は
・
・
・

利
用
区
域
を
旧
日
田
郡
ま
で

３
年
半
ぶ
り
に
議
案
否
決

市
民
の
負
担
増
に
議
会
が
ま
っ
た
！
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市民相談室 開設中
菅田議員は市民相談室を開設しています。市政に対しての

要望・疑問・意見など。 また、個人的な相談、悩み、結婚

問題なども気軽に相談下さい。

秘密厳守で相談を受けます。

☆自宅電話 0973-22-4577

☆自宅ＦＡＸ 050-7546-1882

☆携帯電話 090－8222－6560

☆携帯メール hitafuji@ezweb.ne.jp

☆パソコンEメールも開設しています｡

hitafuji@sea.plala.or.jp

☆菅田敏幸ホームページを開設中
http://www.hitafuji.com/

ホームページを一度ご覧になって下さい

１２月議会 補正予算
☆南部町自治会の放送施設整備・・・・・ １，８００千円

☆合併１周年記念式典事業・・・・・ １，０００千円

☆市営駅北駐車場整備事業・・・・・・・・３，３００千円

☆日田木協移転補助事業（全額減額）・△７５，０００千円

☆亀山公園整備事業・・・・・・・・ １０９，７０２千円

☆公共土木施設災害復旧事業・・・・・ ５８，８２９千円

☆その他（事務費等）・・・・・・・ ３９，７３９千円

平成１７年度一般会計 １２月議会補正後 総額

３８，９４６，７５９千円

※介護保険特別会計補正後の総額 ５，１４６，９００千円

※診療所特別会計補正後の総額 １８５，１１９千円

※簡易水道特別会計補正後の総額 ８４８，１０４千円

※公共下水道特別会計補正後の総額２，７１８，１３３千円

▼１月２９日 大川栄策歌謡ショー（市民会館）

▼２月 ５日 日隈小学校金管バンド定期演奏会（市民会館）

▼２月１５日～３月３１日 天領日田おひなさま祭り（市内一円）

▼２月１８日～１９日 県中学生学年別バドミントン大会（総合体育館）

▼２月１９日 中島啓江＆ＨＩＲＯＳＨＩコンサート（市民会館）

▼２月１９日～３月１９日 大山梅まつり（大久保台梅園他）

▼２月２０日～２４日 県内一周駅伝大会

▼２月２２日 県内一周駅伝大会日田入り（午後３時半すぎ）

▼２月２５日 市老連主催 生きがいグループ発表会（市民会館）

▼２月２6日 バドミントン若鮎カップ（総合体育館）

▼２月２７日 議会開会予定 ３／２４閉会予定

▼３月 ５日 月出山小学校閉校式（月出山小学校）

▼３月８日～１０日 議会一般質問３日間（市役所議会議場）

▼３月１１日 介護予防まちづくりシンポジューム（文化センター）

▼３月１２日 堂尾小学校閉校式（堂尾小学校）

▼３月１２日 演歌塾歌謡発表会（小松軒）

▼３月１９日 バドミントン日田リーグ（総合体育館）

▼３月１９日 天領ひなまつり健康マラソン大会（陸上競技場）

▼３月１９日 梶原カラオケ教室発表会（文化センター）

▼３月１９日 翆峰会三味線交流会発表会チャリティー（市民会館）

▼３月２５日 合併１周年記念式典（市民会館）

▼３月２６日 伏木小学校閉校式（伏木小学校）

▼３月２６日 仁田野歌謡教室発表会（小松軒）

スポーツ・催し物情報 (１月～３月)

今
回
の
議
会
の
一
般
質
問
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
い

わ
ゆ
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
を
公
共
施
設
に

設
置
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
菅
田
議
員
を
含
め

て
３
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

心
停
止
で
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
最
初

の
５
分
間
の
救
急
措
置
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

医
療
従
事
者
以
外
で
も
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
自
動
体
外
式
除
細

動
器
を
使
っ
て
措
置
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
１
日
３
時
間
の
救

急
救
命
の
講
習
を
受
け
た
人
に
限
っ
て
、
こ
れ

が
使
え
る
と
い
い
ま
す
。
市
民
が
集
ま
る
公
共

施
設
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

念願であった「ドクターヘリ導入」が、

県議会の一般質問で取り上げられ、広瀬知

事が前向きの答弁をしました。

日田市では、医師会・県医務課との協議を進め、福岡県

医療指導課との話も進めて昨年１１月には『日田市単独で

もドクターヘリ運行』を始めることを決定していました。

このドクターヘリは合併によって市域が拡大したことに

伴い、救急救命体制の整備が急務となっていました。

これで、事故の状況や患者の症状にあった迅速な対応が

可能となります。さらに、緊急を要す

る、特殊で高度の医療を必要とする重

病患者を第三次救急医療機関等に転送

することができ、救命率の向上や後遺

症の軽減が図られます。

日田木材協同組合関係の施設が、

ウッドコンビナートへ移転すること

で、補助を行うこととなっておりま

したが、原木市場のみでの移転が決

定され、予算の全額を減額する議案

が議会に提案されました。

平成１７年第１回定例会における経済委員長報告で、市

長の木材産業政策に対する強い決意が示されたため、これ

からの政治力、指導力に期待し可決されていました。

しかしながら、今回の委員長報告で本政策が実現に至ら

なかったことは、市長の熱意、政治力に疑問を抱かざるを

えない結果となり、非常に遺憾に思うところであります。

木材産業が低迷する中、視点を変え、アイデアを出し、

あらゆる方策を検討することが、

活性化につながるものであります。

今後の政策につきましては、十

分な協議を行い、政策実現へ熱意

を持って取り組まれるよう要望し

ました。

Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
３
議
員
が
追
求

木材協同組合移転費用減額に議会が苦言

ドクターヘリ導入・・救命率の向上


